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れぞ堀有畑縦与え・それt・C　．kり単謙ど1肌てもはゆらな曜大きくなった蘇鮪

．のi数価纏を決めるもの）によるもので、ユ9は

ワーヒド（唯一）及びウジュド（実在）、9は

バハー（栄光）の語がこれに当る。

　その他、イスラムの習慣を踏襲した好適例と

してはルーゼー（断食）がある。これは第19

月初行なわれ、その実施要領は”iスラムのそれ

と同様であるぶ、こちらは太陽腰に依っている

ので、毎年の時翔が一定するなど合理的である。

　　　　　＊　　　　　　　　　象　　　　　　　　索

　以上、簡単壕紹介であったが、我々はこNで

バハイ教が天理教とほコ同じくらいの歴史を有

　しなければならない。この二老の違Pは、やは

　り必然的に生じたものである。そ：れは、教義の

　本質にも問題はあるカミ、何と言ってもその置か

　れた歴塑的な環覧が、それぞれの方向を決定づ

　けた根本要困であると考えられるaすなわち、

　1．9世紀のイランは、時も場所も新宗教発生に

　好都合であったと言える。たゴ残念ながらこの

　方面の研究は未だ充分に：なさ専ていないので・

幽しい。とは糠。髄け臆ら加バ

　ハイ教を弛の大宗i致に比肩するのは早いかも知

　れないが、世界の大宗薮がその発祥地を、いず

しな鉱天加力躰の宗翻にイ宿撃齦ﾜアジアの地にし嘱ρは・まことに

いにも拘らず、バハイ教は早くも世界薮の名を｝興味あることである。

Y晦冨be丑Ad棚’・s盤面）a王選｝1a覇．edi　ted，

t．raltslat・ed　and　provide　d　with　ar．　introduci　ion

鋤d君。士es　bv　A．　ben　Shemesh．工eiごen丑．」．briii

　　　　　　　　　　　　　1958．　1〈．’．　＋　1’7？．　pp．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐　　藤　　圭四郎

本書はライデンのブリ嬉醐翻される o
予定の「イスラームに点ける免税」（Taxa－

tion　in　Islam）という叢書の第一巻と

して公刊されたもので、環存するイスラーム世：

界の微税に関する激った著述としては最も古い

ヤフヤー．ベン’アーダムの「キターブ・アル

・ハラージ」（租．税の書）をテル・アヴィヴ大

学Tel　AvivUniv．のイスラーム法の

数授ベン・シェメシュ博士が註釈を遷して莫訳

したものである。本書のアラビア語の原本は、

もとシャルル・シュフェCharles　Schefer

博士の蔵書で、いまパリの国民図書館にある写

本であって、まず1896年にジヤインボウル

Th．W．juynboHが：容噛し、ついで19

28年に法官シャーキルAhmad　M：uham一
　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

mad　ShakirAbu　al　一Ashbal　が前
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者に少し訂正を加え、カイロで出版しているが

欧語に訳されたのはこれがはじめである。訳者

ベン・シェメシュ博士はオスマントルコの土地

法について価魑の高い労作をだし、この分野で

令名のある学者であるが、さらにこれらの法の

始源をきわめたいという意図がここにその実を

結んだものというべきであろう。原著表アブー

・ザカリやAbu　Zakariya、すなわちヤ

フヤー・ベン・アーダムは、回暦140年（西

鷹75ツ年）に、ペルシア系の伝暦家を父とし

てクーファに生れ㍗長じてアル・ハサン・ベン

・サーリフal　一戸asan　b．Salih（】，00
　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一

／7　18～tt6cr／ワ83）に主として鯨聴し、

信頼すべき編纂者（musannif）、伝承学者、
　　　　　　　　　　　．
コーラン註釈春として高い尊敬をうけた人であ

る。その師アプー6バクルA垣u：Bakr　b．

くAyyash（lg3／809i覆）とと屯に、カ

リフ、ハールーン・アッ・ラシードを訪問した

こともあるが、クーファにあって活躍し、回麿

20：3年（西暦8工8年）に、ワーーシット郵近

いティグリス河畔の町ファム・アッ・シルフ

Fam　ai－Silh　で残した。かれはアッパ
　　　　　　t　　　　　　　v

一ス朝の最盛期に生存し、イスラーム法の鰹学

派（Madhahib）の始祖とは，そのいずれと

竜同時代であったため、この四派のいずれかに

属していたとする諸説がある渉、いずれも論誕

が薄弱であり、プロッケルマンBrockeト

mannがいうように、いずれの学派にも属さ

なかったとするのが正しv・・　、）ヤフヤーになこの．

外にも四種の著書があって・現存していない瓜

ベラーズリーBaladhuriの書（Futuh
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　Kha　r巨ま　）である

　行政や地理や歴吏の記述に大部分がついやされ

　ているのにたいし、アブー・ユースフの書には、

al－Buldan）のなかに引用されている。ヤ

フヤーに先立って、またかれよりのちの時代に、

駅おなじ題名の書物が・南わせて廿一種ほど

薯わされたが、そのうちで現存するのは、アブ

ー・ユーースフAbu　Yusuf及びクダーマ・

ベン・ジャアファルQudam　b．　Jatfar

の著書にヤフヤーの本書を：加えて三種であって、

いず2a、も嗣名の「租税の書」（Kitab　al－

　　　　　　　　　nただし、その内容はかな

らずしもおなじでなく、著者の出身によっても

ちがっている6たとえば、書記であったクダー

マの書には、微税についてはあまり書かれず．

1嗣法や触法のことカミより多く書：かれている。こ

翫にたし。　して汐・ヤーの縫臨闘につV＝

I
lての伝承をあつめ、それに多少の説明を加えた

　もので、とくにはっきりとした著者の意図を書

　きあらわした竜のではない。つまり同時代のア

｛ブー・a一スフ（廿年はやく残している）の書
l
lが濫律書であるr1｝にたいして、ヤフヤー一の本書
1

｝豪伝承（葺adith）の書である点が特色であ
1　　　　　　　　．
：

るG本書は約六百の｛腰弱・逸護・摸め。一言な

どをあつめでいるが、いずれもきわめて：短いも

ので、種々な題導に従ってまとまりなsならべ

られており、いまだギリシア人の思想がイスラ

ームの学問に影響をおよ題すにいたらないころ

の著作であることを示している。法律書は法理

論と法文の決定を本領とするのにたいし、伝承

書はその伝承の僧園盤と完全さをもって価値の

基準とする。本書の原本である写本は、ヤフヤ
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～→アル・アーミー」一al－XAmirl→ア

ツ・サツファールa1－Saffar→アッ・ス
　　　　　　　　　　　騎
ッカリ　al－SUkkari一〉アル・ブスリー

al“一Bu　＄　ri　という伝承の系麺に：なっている

が、年代的にみて導引淋あ転蓬接に前者から

後者へと順次に資講によって伝承された4）では

なくsかつてじぶんが口授筆記させられた伝煮

をその編がよみきかせ、判子がそれを筆記した

屯のである。この写本は麟ツの部分にわかオもて

おり、前半の二つは、アル・ブスリーの門弟ア

リー一・タッラー一　F・アッ・ザイナビー　iAli

Tarr互d　a…一Zaynabτ（のちブーや輪
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

代の早雪となる二）ぶ、また後半の二つは、億の

門弟によって、ともに回麿489年に写された

ものである。そ：の際に、タッラードはじぶんの

家につたわるアッ・サッファールの写本からう

つしとった別の古写本を照合して、原文を訂正

している。ヤフヤーのこの原書の轄色は、アブ

・一HH・ ?ースフの同名の書と比較するとき竜つと

魚であるばあいとかにっかわれる。アブー・ユ

ースフは、カリフ．ハールーーン・アッ；ラシー

ドの命令によって、鍛税の基本になるよりどこ

ろを示すため、コ・・一一ランや引敷のうろから関係

の野卑をあつめたが、不霧のときは専門家の意

見をきき、私見をまじえずに引用している“そ

してみずから学識のふかい法律学春であったか

れぶ、私見をのべるところでは、r私見による

とe・・te・・である一｛とか、「そして私は書いた」

とかいう一句をもちV一て区溺をはっきりしてい・

る。そして引用されている約四百の伝敷のうち、

その半数心隈私に」伝承されたものであり、残

りのほとんどすべてが俄々に」伝承されたも

のとなっている。これにたいして、ヤフヤーの

本書についてみると、約六百の伝承のうち、「

そ：れは私に伝承された」とあって、かれの鯨ア

ル・ハサンやシャリークなどにかれが質問して

直接にきいた伝承は，わずかに16倒であって、

そのほかの伝承はすべて「それは我々に伝承さ

もよく削る・離ともそ疑綱踊垂こつ 高ｽ琵紡こと彫始っ“（T一　fO’り・そのうちの

いて、「それは某紀よって、私に伝承された（

haddat鼓a－ni）」というばあいと、　「それ

は我々に，伝承された（ha（idat｝鎗一na）」と

いうぼあいとを区別してつかっているGず私に

」　という単1数のばあいは、　じぶんの師や置1時イ気

の専門家や学渚か櫨接墨入蹴｛糊し属

ので、その伝瀧が真実であることを保証するば

あいであるのにたいして、　「我々に」という：複

数のばあいは、その伝紮の経路がかならずしも

はっきりしないが、いっはんによく知られた伝

承であるとか、種々の史料からあつめられた伝

ある亀のは予言者のことばとして伝承せられた

ものであう（約80郵扉）、’また幡マルー琶に産

せられるものがあり、タルムードの’Ah　e三r　im．

0斑rims　とお・なじように「あるひとが言うゴ

とかf飽の蘇とたちが言う」とかいう書きだし

のものもある。ヤフヤーじしんの独創的な見解

はs：二三の例のほかは、みつけだせない。この

ことから、かれの書は、じしんが主動的な立場

にたち統一した意図によって伝承をまとめたと

いうものでなく、ひろく伝承をあつめてζれを

撃墜したという点に特色があり、伝記作家がか
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れを著作者とよばず、編纂者musannifと
禰轍、蕊hib　t、、5。ffとみよんでい、

　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

のはこのためである。次に、この書がとりあつ

かっている内容は、（1）ghanima，　fay・

らわされてから、画贋八世紀のなかごろまでi

五百年以上にわたってひきつづき研究されたこ

とは、本訳書のテキストになっている写本の余

霞の部分に記されているひとたちの名によって

その他の搬・（2）魍を郊嚇韻列知ること灘る揃述したブーや鵬代の宰

ている被観眠噺膚地の問題。（3）鉱産物19アリーータ。ラー陸はじめ、かディ・脈

にたいする課税の問題。（4）他入の土地に家　　Qadiriyaの劇始者であるアブダル・ラッザ
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

をたて勧、炉鯨蘇謝るときほの他i一ク・Abd・1　一R・・廊b．　・Abd・1－

ewの聡（5）三門の繍融翻Q互d三，爾f至L酩な構壕プン・、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　一
灘地の税金の半分を支払う等の問題。（6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i列ミー一“　ie　lb・T・量鱒・などカミそ緬あ

r・謡とe・d・q・を課せられる作物の剛る・・襯スラー一　z　Ni会に測・aeeの隙

題。である。そして、こんにち多くのイスラー　　によるものであって、ある書物に詑されている

ム諸国においていまなお・ひろく行われている土　　伝承を他入につたえるばあいには、その＝典拠と

地駈有にまつわる基礎的な法則がいくつか本書　　なる写本を所蔵している学者（先生）の「許可」

にふくまれている。（a）土地の所有権という　　（Ijaza）をうけて、そのひと力綱回した集

ものは、けっきょく神と予言者にあり、全イス　1会κおいて、集会の書詑（Katib　al一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
ラーム共同体を代表する三家が、そ：れから土地｛Maj！玲）が口頭でよみあげ、他のひと（生

の所宥権をうけとったものであるという原則、　　徒）たちに鎮記させ、伝承の権利を準だねるこ

（b）圏有地を未耕のままにおくと、三年のあ　iとが行われたためである。生徒たちは、じぶん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
いだはみのぶすカ㍉それをこえると、團家が没｝たちでつかうための写しを別につくって先生に

纏縫塾ill｛灘欝織ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
代表的なものである。ヤフヤーの本書は、のち　1下智は、ユダヤその他の文職にもその比をみな

のひとたちによく利用され、カティーブKatib　　い狸寅のものである。案書の写本の前半を書い

は「バグダード史」（Ta，ri，h：Baghdad）　たア｝，一一・タッラードは、とくに｛多くの書物に

　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㈲で・クダーマは騨の謝のなかで’ P駒」やたえるごと㈱で’ア㌃？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1バイ5’　Abu　噸baydの「財産の書」（Kitab租税のことについて本書からうつしとっている◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
またベラーーズリーは「諸国征服史」のなかで、　ial－Am　w　al　1　）xLは、回暦490年の日附け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
禧の憾を騨でき晶晶とし姻＋礪弓iiで蝋が糊している実例漏る・さてV“まと

用しているといわれ七いる。そして、本書があ りあげている本書のテキストとなった写本は・、



li，　6 L｛三rtLC．茎・a宅慧ra　（ieil乏｝　Pffrsia　Preis1a澱lica　（倒i泰）

もとエジプトの伝承学者に駈蔵された淋、当蒔

「正統派の砦」といわれたダマスクスに竜たら

され、この地の「伝承碍賓の学校」（Da　r

al－Hadith）の一つで壽こなわれた集会で
　　．
よまれた竜のであることが、余白の記裁によっ

てしられる。：本書の訳考ベン・シェメシュ傳士

は．専門法律用語を屯ちいた文章を解釈するの

に細心の注意を捻らい、そのため闘係のある平

行史料との比較によって議訳の正確を期しtてい

る。アブー・a一スフ、アブー・ウバイド、ク

ダーマ、ハテーブ、ベラーーズリーその地の著書

ろの対銘がなされており、これによってつくら

れた訂正の一覧表カミ末羅につけられており、イ

スラ■一一・一ム諸国の現行法律鋒令表や種々の注釈・

索引とともに、この極値高い労作の内容の理解

1を騨いる．

“ARtcnino　1？．，AsGuARo　：　［｛ietteratur3　della　1｝｝ersia

2纈s1翻偽酬謝ユ960・”への書評に寄せて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊　　藤　　義　　教

う

　本書はThesauτlis　Li銑erar“斑の

第一部S芝cr重a　de重三a　玉et宅erat慧．ra

d圭tutre　i重monclo（Ant◎箆io

VlSCARD夏監修）の第六巻即．ワ～14ワ

にあたり、Aless慕簸df◎BA誓SA測　：

Letteratura　｝islTeepersiana　（　pp．

149～898）と合本の形をとり、綜合タイト

ルはS1Qria　de］laLe宅terat婆ra

Persi禰a”ペルシア交学ダで、巻末に

索弓iがある：：“一

　この96スラム以前のペルシア交学智は　I

R古代Hと丑　　鷲中量曇の二簿から成る。工に

おいて著：者はまず，古代および中世のイラン：交

化の特色が宗教を中心として圃転していること

を指摘する。宗教と；す、この場合、ザラツシュ

トラ教（以下ザ教と酪記）のことである。．古代

にも交学的活動があったのに：文学の形成を見な

　かったのはs．宗教的または神学的モチーフ淋枢

　車密となってはたらきsこのフィ．ルター一を菱毫過し

　得たもののみが許容されたことと、もう一つは、
1

　撰彩：交字以外に笑用交字のなかったためである

　というt：一そしてアラム語ぶ公焉藷とされ、や淋

　てその交字がイラン藷に遍用され、アルシャク’

　王朝時代にザ教肇典が：交享を毒ってしるされる

　函をなしたというつついでハカt一一マニシa王華

　の碑丈の二、三に騰ナる真偽の考証に入り、解

　読史を簡単に園顯し、てt以下、ダーレヨーシュ

遣の重要な課教およびクシェヤールシャー

　一三のデーーワ崇拝禁止碑文を概観、その宗教史

　的意義を強詞する。ついでアヴェスター（以下

　Av。と略記）に移るが、その取扱いにおいて

　著考の最：もプ7説したところは、Av．とザンド

　（Zand）　との関係である。高山によれば、

　Av．の最初の編集または義解はアラム譜によ


